
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
   
 

学 校 名  多治見市立市之倉小学校  

実 施 期 間 平成２５年１０月１８日（金）～１０月２６日（土）  

実 施 概 要 ①授業参観  ②健康フェスティバル ③学校開放日 (月１回 ) 
 ④ＰＴＡさわやかコンテナ  ⑤持込み資源回収  
   

実 施 内 容 
 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   □文化   □産業   レその他 

 公開の方法 
  レ授業公開 □成果発表 □交流活動 □講演会等 
  □地域行事等参加 レその他 

来 校 者 数 保 護 者               ２１６人  
        計 ２７５人 

地域関係者                 ５９人 

実 施 状 況 
 

・「授業参観」  

  本校が長年大切にしてきている健康教育の理解推進や啓発の
場・機会，健康教育の成果の発表の場として位置付け，全学級が健
康・食育に関わる授業の公開を行った。  

・「健康フェスティバル」  

① 児童が自ら進んで健康的な生活を送ることができる力を身に
付け，生涯にわたる健康な体づくりと豊かでたくましい心を
育成する。  

② 学校で取り組んでいる健康教育の一端を公開し，保護者や地域
の方々に理解してもらう。  

③ 親子で活動することで，健康についての関心を深める。  

  上記の目的を達成するために，学校職員，ＰＴＡ役員，地域ボラ
ンティア，市之倉教育協議会 (学校運営協議会 )委員，学校内科医，
学校歯科医，歯科衛生士などが協力・連携して，「体力測定」「健
康診断」「歯磨き」「軽スポーツ」の企画・運営を行った。親子で
各コーナーを回って健康教育に関わる様々な体験・学習をした。  

・「学校開放日」「ＰＴＡさわやかコンテナ」「持込み資源回収」  

  月１回の学校開放日 (10月は18日 )に合わせて，ＰＴＡ主催の「さ
わやかコンテナ」を行っている。保護者・児童代表・学校職員が挨
拶で全校児童をさわやかに迎えている。また，児童が家庭から持っ
てきたアルミ缶・牛乳パックを受け取る。  

  さらに，「持込み資源回収」では，地域・保護者の持ち込んだ各
種資源をＰＴＡ役員・学校職員で対応している。  

成果及び課題 
  

  

＜成果＞  

・健康フェスティバルの協力者会議をＰＴＡ・市之倉教育協議会・地
域の各種組織などと連携して開催することで，学校で大切にしてい
ることを保護者・地域によりはっきりと理解していただけると同時
に，今後の協力体制をより確実なものにできた。  

・健康や歯磨きの大切さを親子で振り返る機会となり，家庭での食事
や歯磨き等について考えることもできた。  

＜課題＞  

・更に多くの地域の方々と連携し，本校の教育活動を理解し協力いた
だけるよう，体制を整えていきたい。  

 


